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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　21年　7月　1５日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　スバベイ真理子　　　記録者　畑内　涼子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	　
	
	
	

	公休
	深夜
	○
	CD留守
	○
	準夜
	CD留守
	年休
	年休

	相間野
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	○
	Ａ留守
	深夜
	○
	深夜
	○
	○
	CD留守

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	前田
	板橋
	田中

	早退
	公休
	公休
	準夜
	○
	公休
	公休
	業務
	公休

	鈴木
	盛田　
	天間
	横町
	山下

	○
	業務
	学校
	○
	○


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 家族支援援助から

お盆へむけて外出泊の確認表を作成しています。今週中に確認表に記入をお願いします。緊急連絡のところは、日中、夜間確実に連絡を取れる電話番号を記載して下さい。

· 本日、ウルスラ高校の生徒さんが見学に来ます。14時～の予定です。

＜患者様連絡事項＞

· 本日、東病棟より男性1名転入予定です。それに伴い、部屋移動しています。

204号室→久慈　脩様、吉田　光男様、村井　八郎様、新規転入の方

207号室→市橋　ひで様、北山　和子様、橋本　万様

· 慶長　節子様～排便コントロール困難な為、シンラック液1本処方となっています。

· 吉田　光男様～本日松橋眼科受診しています。内服薬等の変更はありません、次回は

                 7/24の予定です。家族付き添いです。

＜皮膚科診察＞

· 三浦　ツマ様～左上肢、左大腿部の水泡は水疱症となっています。アズクロ塗布の処置

　　　　　　　　として下さい。

· 佐々木　栄子様～後頭頸部は急性湿疹となっています。デルモゾールＧ軟膏塗布の処置

　　　　　　　　　　として下さい。

· 橋本　万様～両上肢は急性湿疹となっています。デルモゾールＧ軟膏塗布の処置として

　　　　　　　　下さい。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 工藤　豊様

1 保清の拒否

2 夜間の睡眠の確保

3 興奮による自傷・他害の危険性

となっています。この①～③の問題点は今後も継続していき、新たに④行動異常（収集、徘徊、弄便）を加えています。また、今後は家族へ対し認知症についての理解も深めていきたいと考えています。主治医より、火曜日の午前または金曜日であれば面談実施可能とのことでしたので、担当者は家族と連絡をとり、すすめて下さい。

· 和田　敦子様

1 精神・身体症状による異常行動（確認行為・過干渉）

となっています。今後もこの問題は継続していきます。また、家族より3ヶ月以内の退院を希望していますが、自宅へ帰ることは難しく、現在は、南山苑・南寿の里の申し込みをしています。退院や施設への申し込みについて主治医との面談を希望しています。主治医より、火曜日の午前または金曜日であれば面談実施可能とのことでしたので、担当者は家族と連絡をとり、すすめて下さい。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

· 島脇　てる様～てんかん発作の既往歴がある方です。入院後はてんかん発作は見れてお

　　　　　　　　　りませんが、引続き観察をお願いします。また、食事摂取量が少なく、


現在は食事が半量でメイバランスが1本ついています。食事摂取量の

　　　　　　　　観察をお願いします。

· 吉田　寿雄様～夕食前に低血糖となる傾向が有るようです。現在、アマリール2Ｔで様

　　　　　　　　　子観察中です。引続き、低血糖に注意して下さい。

＜作業報告＞

· 上田　正男様～主治医より、「楽しむ体験」を持たせるよう活動を促してくださいと指示ありました。カレンダー作成では、日付を定規で丁寧に書く事を行って頂いています。体操は促しにて行っていただいていますが、レクは好まないようでいつも見学されています。興味ある活動を模索中ですので、情報あれば教えて頂きたいと思います。
· 井上　健次様～療養環境変更目的で東Ｃユニットより転入されています。ご家族は、トイレまで歩けるようになれば在宅へと希望されているようです。精神状態や、日中の覚醒レベルなど様子をみて、個別での歩行練習などに繋げていければと考えています。
· 島脇　てる様～療養環境変更目的で東Ｃユニットより転入されています。スタッフ対応は穏やかです。プログラム参加は、その場に居ることはできますが自ら動く事はなく、レクなども見学のみです。無理に参加しなくても、その場に居ることは継続して行えるように促していきましょう。
　







